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ＪＲ姫新線 乗車人員は３０８万人を維持 

令和６年度の姫新線年間乗車人員は３０８万人となり、前年度の水準を維持しました。

これは、姫新線利用促進・活性化同盟会をはじめとした沿線市町による継続的な取り組

みが寄与したものと考えられます。

 当同盟会では「チャレンジ３００万人乗車作戦」のもと、姫路駅から上月駅間を対象

に、沿線住民と一体となって利用促進活動を展開しています。

将来にわたって、姫新線が地域の重要な交通手段として維持されるよう、日常の移動

や観光に、ぜひ姫新線をご利用ください。

１ 年間乗車人数の推移 

２ 令和７年度利用促進活動（たつの市実施） 

〇駐車（駐輪）料金の助成（定住自立圏連携事業） 

〇ＪＲローカル線駅周辺活性化モデル事業（県市町協調補助） 

〇パーク＆ライドの推進 

３ 令和７年度同盟会予定事業（たつの市実施） 

〇屏風岩・鶴嘴山里公園ハイキング 

〇姫新線を利用した遠足等のお菓子助成事業 

〇たつの市民まつり PR ブース出店 

〇オータムフェスティバル協賛イベント 

○新宮ふるさとフェスタ協賛イベント

○皮革まつり協賛イベント

○姫新線に乗って工場見学
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たつの市臨時記者発表資料

年月日 令和７年８月６日（水）

担当課 姫新線利用促進・活性化同盟会

（事務局：企画財政部ふるさと創造課）

電　話 0791-64-3121 



参考 令和６年度事業実績（たつの市及び事務局実施） 

〇駐車（駐輪）料金の助成（定住自立圏連携事業） 

定期乗車券を利用して、１年以上継続して姫新線で通勤・通学される方を対象

に、駐車（駐輪）料金の全額又は一部を助成 

〇ＪＲローカル線駅周辺活性化モデル事業（県市町協調補助） 

  ＪＲローカル線の駅舎や駅周辺の遊休不動産等を活用し、駅周辺に人の流れや 

賑わいを生み出し、駅周辺の活力や魅力を向上させる取り組みの事業費を助成 

〇パーク＆ライドの推進 

  宍粟市から播磨新宮駅を利用する方に、新宮総合支所の駐車場の一部を無料開放 

○ホームページリニューアル 

  セキュリティの向上及びデザインの刷新を目的としてホームページのリニュー

アルを実施 

  URL：https://kisinsen.jp/ 

〇姫新線に乗っていちご狩り＆城下町散策ツアー 

    姫新線及びその沿線の魅力を知っていただくために、市内のいちご農園でいち

ご狩りした後、城下町を自由散策するツアーを実施 

    参加者：３９人 

○利用啓発卓上のぼりの作成・設置 

    姫新線の利用啓発及び沿線高校生と協力して作成し、マイレール意識の醸成を

図るため作成 

    設置場所：たつの市役所ほか沿線の公共施設 

作成数：５０個 

〇オータムフェスティバル協賛イベント 

    姫新線を利用して来場した方に地元特産品との引換券を配布 

    配布枚数：２００枚 

〇たつの市民まつり PR ブース出店 

    PR ブースを出店し、利用啓発パネルの展示や姫新線映像コンテスト受賞作品の

放映、姫新線クイズを実施 

    クイズ参加者：１５０人 

○新宮ふるさとフェスタ協賛イベント 

    播磨新宮駅構内で、姫新線を利用して来場された方にノベルティを配布 

    配布数：５０個 

〇屏風岩・鶴嘴山里公園ハイキング 

    因幡街道の宿場町の歴史に触れながら、寝釈迦の渡し・摩崖仏等のスポットを

巡る冬の里山ハイキングを実施 

    参加者：６６人 

〇姫新線を利用した遠足等のお菓子助成事業 

    姫新線を利用して遠足等を実施する市内のこども園に一人につき２００円相当

のお菓子を助成 

    助成者：１１９人（５園） 

○利用促進啓発懸垂幕の作成・設置 

    姫新線を日常的に利用されている方への感謝と、姫新線の利用啓発及びマイレ

ール意識の醸成を図るため作成 

    設置場所：たつの市役所、新宮総合支所、本竜野駅、播磨新宮駅 

作成数：４枚  

 


